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上下反転眼鏡着用被験者の視覚体験
1序
Stratton,G.M.(1896,1897a,1897b)の本格的実験以来,多 くの心理学者がいわゆる
"変換視"の 問題に大 きな関心を払って きた。研究者の数が増大す るにつれ,変 換の種類 も
増大し,上下左右反転,上 下のみの反転,左 右のみの反転,特 定方向への特定角度のズレ等
々,様 々な変換状態が用い られ,そ こでの順応過程が綿密に観察 されて き忙。筆者は,変換
視の問題そのものへの関心か らとい うより,視知覚現象を取 り扱 う上で,視 空間の側に操作
され る変化条件の1つ として変換視を用いることへの関心からこの種め研究に興味を抱 き,
既にいくつかの現象を取 り上げて きた。挙げてみるな ら,上下反転事態が自動運動に及ぼす
効果(1983),仮現運動に及ぼす効果(1984a),上下反転図形に及ぼす効果(1984b),視
覚誘発電位に及ぼす効果(1984c)の吟味である。ここでは,紀 要の利点を生かし,一般に
発表の形式にのりにくい,被験者の内観報告に焦点をしぼ り,その一部を記述 しつつ,若 干
の考察を試みたい。
皿 手'続
眼鏡は,2種 類用意 された。1つ はフレームに直角プリズムが取 り付けられた"上下反転
眼鏡"で あり,他の1つ はフレームだけの"素 通し眼鏡"で,統 制条件用の ものである。上
下反転眼鏡着用時の視野の大きさは垂直32。×水平55。であ り,素 通し眼鏡着用時は垂直32。
×水平208。である1)。就寝時には,こ れ らの眼鏡は除去され,か わ りにアイマスクが着用さ
れだ。
実験期間は,(1)2日間の素通し眼鏡着用期間(約31時間着用),(2)4日間の上下反転眼鏡
着用期間(約55時間半着用),(3}1日の素通し眼鏡着用期間(約9時 間着用)よ り構成 され
ナこ。きらに,{2)の前半はpassiveな移動期間として被験者の移動は介添人の卸す車椅子に
よってなされ,後 半2日 闇はact量veな移動期間として移動は被験者 自身の歩行によってな
された2)。上記7日 にわたる期間中に種々なる測定が遂行 されたが,前 述の如 く,ここでな
被験者によって報告 された内観に限って取 り扱 うことにす る。また,(3)の翌 日より19日目に,
裸眼条件による測定日が1日 設定 されたが,こ の際の内観の取 り扱いは省略する。
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被験者は,正常視力を有す る男子大学生1名 で,上記期間申常にカセッ トテープレコーダ
ーを身近 に置 き,必票の際にごれに内観を録音した。
皿 結果及び考察
以下,日 を追 って順次みてい くことにしよ う。実験 は,1983年12月に実施 され た。 なお,
実験 第4日 目(12月22日)の内観 は記録 がな され てい ない。
1実 験第1臼 目(12月19ED
ζの臼の午前中に素通し眼鏡を着用。視野の制限は,被験者の行動に対し,:大きな制約を
与え る。特に,左 右方向に比べ上下方向の視野がかなり狭いため,このことが行動発現に際
し問題 となる。例えば,歩行す る時や文章を縦に書 く時は,「 横方向の情報はそれほどでは
ないが,縦方向の情報が必要である。」 この点は,階 段の登 り降 りにとっては特に重要 とな
.る。視野の中に,特定の対象を捕 らえることが日常時に比べ多 くの労力を必要 とす ることか
ら,手に持っている対象物に対しては,頭 を動かすことすなわち視野を移動 させ ることによ
らず,手 に持った対象物の方を視野の中に持 ち込むことにより,これを見 る行動パターンが
多 く出現す るようになる。また,「相手の顔や動作は,ほ とんど視野の外に存在す るので,
例えば,相手が自分自身にしゃべ りかけているのか,他 の人にしゃべ りかけているのか理解
す るのが難しい」 ことになる。 この結果,「 周 りの状況の流れ,コ ンテキス トの理解が鈍 く
なったように感じる。」 しかし,着用開始後10時間が経過する頃になると,「廊下など直線区
間であれば,小走 りに進めるようになり,障 害物の無い所な ら,困 難を感じずに歩ける。」
だが,ま だ,「物を食べ る時は不便を感 じ,口に入れるまで首を何回 も振らなければならな
い」し,食事中にコー・ピーをこぼしている。 きらに3時 間ほど経過す ると,全体 としては,
「視野が狭いなりに,結 構,行 動ができるようになって きた」と報告している。就寝前に,
1日を振 り返 り,視線の方向と移動に関し,「歩いて感pた ことだが,視 点が下の方にある
のではないか と思 う。また,普通は視点がかなり動 くのだが,フ レームを着けていると,視
点g移 動が巾〉なり少な くなっていると思 う」 と述べている。ここで被験者の用いている"視
点"と い う表現は,"視 線"の 意味と解きれるが,狭 い視野の下で歩 く際に,視 線が下方に
向か うことは十分予測で きる内容である。また,、視線の移動については,素 通し眼鏡着用に
より眼球周辺をフレームが圧迫することか ら眼球運動の減少が もた らされるとの仮説が,一
方で,成 立する。しかし,他方では,視 野がフレームによ り区切 られていることは,眼 球の
移動による視畢の周辺枠の移動が随伴しないことから,眼球運動の量とは独立に,「 目を移
動 させるのが もしかしアこら少な くなっていると思 う」印象を与える可能性も考えられる。い
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ずれにして も,フレームが眼球周辺を圧迫することの眼球運動に及ぼす効果は,この種の眼
鏡が用い られる限 り,十分に吟味される必要があ り,少な くとも,統制条件の設定に際して
は,配慮がなされるべ きであろ 弘
2実 験第2日 目(12月20日)
朝起床後,ア イマスクを除去し素通し眼鏡を着用した直後の歩行では,「 昨・日の夜ほど,
フレームを着けて も不 自由を感じない。」
また;「 昨日よりも視点の移動が普通の時に近 くなってきたように感じる。工全体として,
制限視野の下で行動を遂行す ることに十分慣れて きた様子であるが,興 味深いことに,視野
の大きさについては,か えって,「 狭 くなったような印象がある」 と報告している。また,
朝方か ら,「目が疲れているのか,睡 眠不足はないが,眠 たい感じがする」と述べている。
日申の行動について,前 日に比べ特に目新しい報告は見当たらない。
3実 騨第3日 目(12月21日〉
この日,朝方,素 通し眼鏡よりプリズムの取 り付けられた上下反転眼鏡へ移行する。目に
映 る光景は,「 プリズムを通して見る時の方が,明 るく見える。⊥ 「景色がぶれ るのがつ ら
い。」 日常に得られていた印象に比べ,「 階段の角度が急に見える。」また,「 自分が真っ直
ぐ見ているか,上 を向いているか下を向いているか分か らない。他の物と比べてみて顔の向
きを判断している。」 「下か ら電燈が光って気持悪い。狭い所で動 くと目が回る。肩が凝 る。
眼鏡が重い。字を見ると気持悪 くなる。」 エレベーターに乗 ると 「船に酔っている気分」が
する。.作業を申断す る程ではないが,「 気分は悪い」(上 下反転眼鏡着用後40分)』しか し,
午後には大分慣れてきた様子で,次 の様に報告している。 「だんだん逆 きとい う気がしなく
なってきた。景色などを見た時は逆 さだと思 うけど,割 と人間の顔 とか,視 野の中に一杯に
なるような物を見 る時には,不 自然は不 自然だが,慣 れてきて,こ んな調子じゃないかと思
う。周 りと比較す るとだめだけど。」 ここで被験者の言 う 「逆 きという気がしない」 ことが
正立して見えることを意味す ると速断すべ きではない。視覚的入力に対し,気持の上で構え
る程度が減少してきたことを表現しようとした記述 とも受け取れ るか らである。しかし,何
か対象物を実験者の方で逆 さにして見せると,「かえって不自然」と述べている。また,椅
子に腰をかけて周辺の景色を眺めている際に,時 に 「周 りの景色は正常で自分だけ逆 さにな
っている」 ような印象が生起す ることが報告 されている。「
見え方に関し,自分が期待するもしくは予測す る内容 と実際のものとを比較した報告は興
味深い。「昨日,階段で(こ の時は素通し眼鏡を着用),明日逆 き眼鏡をかけたらこちら側か
ら出てきて,こ ちら側が上で,とか一応期待した。 自分に今見えているのとは逆で意表を突
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かれるのではと思った。今日,よ し,こ.ちら側か ら出て くるなと見構えていたけれど,それ
とは逆か ら出てきた。異常な事態を期待していたのに,ぼ くにとっては当テこり前の方から出
てきたのがおかしい。(何 かを見なが ら)あそこの一部だけ見てい忙ら逆かどうかも分らな
い。冷静に考えたら,逆は逆だろうけど……。周 りの判断基準が無いごく狭い空間だけを見
せ られているせいもある。当た り前の方向か ら来たか ら,他の人が見て逆なのか正常なのか
もはや重要ではないし,明確ではない。 とにかく,期待した方向と逆 さか ら出て きテこ。」
上の被験者の報告は,上下方向の反転の意外性が減少してい る有様を記述している。この
報告が上下反転眼鏡着用後約9時 聞経過の時点でなされていることを考えると,順応は予想
を大 きく上回る速 さで進行 している。被験者が上下反転眼鏡の着用に先立ち素通し眼鏡を相
当時間(約31時間)着 用したことが,順 応促進の効果をもたらしたのであろ うか。視野を制
限す ること自体,被 験者の行動に大 きな制約を与え,そ.の状況へ順応するために,従 来とは
異なった行動的strategyを用いるようになることは,既 に述べ られだ被験者の報告かちも
明らかである。この種の実験における反転眼鏡着用後の順応過程には,反転そのものへの順
応過程 とこの制限視野への順応過程の両者が交絡してかかわってい る。我々の実験では,後
者の順応が既にある程度進行している状況下で,上 下反転の条件が導入 された。それ故,制
限視野内で生起する上下反転 とい う全体状況への順応が,よ りスムーズに進行す ることは,
十分に起 こり得 る内容 と考えられ る。
上下反転眼鏡着用状況下で,遠方に存在す る対象を見るのではな く,自分の足を上か ら下
にのぞきこんで見るような時には,網膜像の上では,自分の足が向こう側か ら自分に対し向
きあっている内容となる。このような状況の下で,被験者は次の様に述べている.。「(椅子
に腰をおろした状態で)自 分の膝を見ていて,他 の動 きを加 えると,他人の足が向こうか ら
こちらへ向いているような気がするが,単 に上か ら眺めているだけでは,こ れでいいと思 う
ようになった。しかし,足先が加わ ると気持ち悪い。少しおかしい。膝 と手の関係なら大丈
夫。自分で触れているか らか もしれないが。手を強調す ると向こうか ら来ている気 もしない
ことはない。ただ遠 く離れた所か らこっちに来ているとい うよ り,自分のbodyが無いよ う
な気がする。首だけがあって,そ こか ら先が空間になって……。」 椅子に腰をかけ膝に手を
置いてい る状況では,触信号の存在が,自己受容的入力に基づ くところの,bodyを主軸 と
した基準系を強調する。他方,視 覚的に外界に存す る対象か ら構成 きれる基準系 も存在する。
両者の基準系は,日常の世界では,行動を遂行す る上で,普通,矛 盾を来たさない。これに
反し,上 の状況は,両者に矛盾を来たしナこ条件にあり,何 らかの知覚的解決が求められる。
非現実的な内容ではあるが,そ の1つ の解決が,bodyの存在感の消滅,す なわち 「首だけ
があって,そ こか ら先が空間」 とい う知覚を生み出すことは,は なはだ興味深い。
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4実 験第5日 目q2月23日)
朝,起 床後,昨 夜みだ夢につ き,次の様に語っている。 「昨日の晩の夢の中で,自分が逆
さ眼鏡をかけている夢をみた。かけている時とかけてない時の夢があったが,か けてない時
は普通のままの自分の姿が見え,か けている時 も自分の姿はちゃんと正立像で,周 りの人間
も正立像に見えるが,眼鏡を通して見た向こうの景色は倒立橡になって,今 の状態と同じだ
った。」 夢の世界では,現実世界 と異なり,眼鏡をかけている自分の姿を第三者的に見る体
験 と共に,眼鏡を通して見える世界 もまた同時的に体験できる。順応がある程度進行しに状
態では,両 者の像の上下関係に多少の混乱が起こることを期待したが,こ の時は,昼間の体
験がそのまま持ち込まれている内容であった。その後,こ のような夢の報告を得る機会がな
かったので,順応の進展 と共に,夢 の中の上下関係が昼間の体験内容に対応 して変化す るの
か,あ るいは当初の体験内容がそのまま網 寺され るのか,あ るいはむしろ混乱しだ様相を呈
す るのか不明であるが,現象 としては,興 味深い問題である。
この朝,窓 の外を見て,'昨日と比較 し,「昨日までより外の景色が大きく感じられる」と
述べてい る。従来より,この種の反転事態においては,平 常時に比べ対象が小 さく見えると
か,人 により距離により異なるとか色々言われている。いずれにせよ,上 の報告は,上下反
転視野への順応に伴い,大 きさ知覚に変化が起 こることを示唆してい る。
他の人が運転する普通乗用車に同乗して もらい,一般道路を走行 してみた。被験者は,平常
の生活において,自 分の車を運転してお り,このたび走行した道路について も熟知している。
実験者:「 スピー ド感はどうか。今時速何㎞だ と思 うか。」 被験者=「40㎞ぐらい(正 解で
ある)。で も,実を言 うと,(もっと)速 く感じている。」 実験者:「他の車は変な感じはし
ないか。」 被験者:「 自転車が速 く感じる。」 実験者:「 目が回らないか。運転できるよ
うな気がす るか。」 被験者=「一般道路は無理だと思 うが,学 校の申ならなんとかいけるか
もしれない。揺れるか ら,教習所のシュミレーターに乗って前の景色を見そいる気がする。
本当の景色 と言 うよりスクリーンに映ってい るように見える。」 実験者:「その景色の一部
に自分がいるとい う気がしないとい うことか。」 被験者:「 そ うい う感 じ。今,20～30㎞
(正解である)。ただ,少 しスピー ドがでると速 く感じる。 しかし,音 とか振動を手がか り
にできるか ら,(実 際の速度が)分 るが。」 実験者:「 景色の感じはどうか。」 被験者:
「スクリーンで見てい る気がする。遠近が強い。」 被験者:「こうしていると,完全に景色
の方が逆 さのような気がする。 実験者:「自分が逆 さとい う感じはないのか。」 被験者:
「言われてみると,自分が逆さのような気 もしてくるし,景色が逆さだけれどこれでいい気
もするし……。」
上述の会話に見 られる状況は簡便な速度知覚の実験事態になっている。被験者の述べだ内
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容から判断す ると,裸眼時よりも上下反転視において,視 覚的速度の過大視が生起してい る。
被験者 も言及しているように,速度判断の手がか りとして,視 覚的な ものの外に,エ ンジン
音や振動音あるいは振動感覚そのものを用い ることもまた可能である。しか も,これ らの手
がかりは,日常,車 を運転する被験者にとっては,視 覚的手がか りと同様に,使い慣れたも
のであろう。視覚的に判断 され る速度 と,音や振動か ら判断される速度とが啄別されている
が,後者の判断が正確なのには驚 く。上にそのや りとりを再現するのを省略したが,被験者
に,そ の時視覚的に知覚 され る速度を,普段 自分の車に乗っている時に知覚 される速度で評
定 させたところ,過大視の程度は,お よそ15%となった。なぜ速度の過大視が起こるのかは
我々の興味を引 く。上下反転条件そのものによって惹 き起 こされてい る可能性 もあるが,他
方,BrownJ.F.(1931)の実験結果か ら推測 きれるように,フ レームで視野を小 さくする
ことが,現 象的速度を大 きくす る効果を持った可能性 も大いに考えられ る。被験者の目に映
る光景が,自 分 もその連続する空間の一部に存在す るとい う通常の経験内容 と異なり,教習
所のシュミレーターの映像やスクリーン上の映像のごとく,自分 と切 り離され,自 分の前面
にある枠の中の映像のごとき見え方をし・てい ることは,一層Brownの実験条件に近付 く内
容と思われる。いずれにしても,今後の研究において,し か るべ き統制条件を設定した上で,
再吟味されることが望ましい。
5実 験第6日 目(12月24日)
昼間の上下反転眼鏡着用時における体験内容は,前 日までのところとあまり変化がないよ
うであるので,夜 にな り,4日間にわた り着用した上下反転眼鏡を除去 し,再び素通 し眼鏡
を着用した直後に得 られた報告を,部 分的に再現 してみよう。
「目が眩む。度の強い眼鏡をかけだみたい。景色が大きくなっナこり,小さくなったりす る。
かすんではいないけど目がふわふわとしている感じ。逆さの方が懐かしい。 目が回 りそう。
おかしい。その角度か ら顔が出て くるのがおかしい。自分の足が大きく見えるし,近 くに見
える。頭が痛 くなって きナこ。(廊 下に出て),近 く見える。 もっと遠 くだと思っていた。 こ
んなはずではなかった。あれ!○ ○さん,そ んなに背が低かっだかな。 目を開けてられない。
こんなの違 う。(上 下反転眼鏡 を再び着用してみて,)絶 対こっちだ。これな ら目も眩まな
いのに。距離 も遠 くなって,○ ○ さん もそこそこの身長に もどって。(上下反転眼鏡 と素通
し眼鏡 とを交互に着用して),壁の明るさはプ リズムを通した方が明るく,白 っぽい。 素通
し眼鏡の場合は黒っぽい。どっちで も生活できそ う。素通し眼鏡の方が近 くに見える。逆 さ
の方が心地よい。フ。リズムを通す とかなり遠 く見える。(素 通し眼鏡を着用し廊下を歩きな
がら,)くらくらする。気分悪い。なんで景色が揺れるのだろう。 上下に揺れる。 左右に頭
を動かしても揺れない。(上下反転眼鏡をかけ直して,)頭を上に もってい くと外界は下に動
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く。 プリズムをかけても左右は揺れない。(再び素通し眼鏡に もどり,)一歩一歩確かめなが
ら歩いてい る。丁度,逆 き眼鏡をかけている時にそうい う感じたった。字,読 みた くない。
勝手に入って くる分はいいげど,読 もうとして意識した ら……。」
上下反転眼鏡か ら素通し眼鏡へ移行した直後より,新たな順応過程すなわち素通し眼鏡着
用事態への再順応過程が開始される。上下反転の除去により,再び生じた混乱した不安定な
視覚体験が,上 下反転眼鏡に一時的にもどることにより,即時的に,よ り安定した落ち着い
た視覚世界を回復する。言ってみれば,こ の非連続性の程度は,上 下反転世界への順応の程
度を反映していると考えられ る。生体の視覚世界への順応内容が2方 向に限 られるのであれ
ば,一方の順応過程を直接吟味す るかわりに,他方の順応過程を吟味することにより,間接
的に接近す ることもできよう。両者の関係は,た とえてみれば表裏の関係にある。筆者の知
る限り,従来の反転視研究においては,反転眼鏡着用開始後除去 日に至 るまでの期間の諸測
定は,すべて,眼鏡着用状態によるものしか行われていない。 しかし,問題とする現象によ
っては,言 わゆる"着用期間中"も,一 時的に眼鏡を除去した状態で測定を行 うことが興味
深い知見を提供する可能性がある(中島1983)。また,一 定期間にわたった眼鏡の着用が終
了し,眼鏡を除去した後に行われる測定においても,裸眼状態での測定 と共に,同 様に,一
時的に眼鏡 を着用した状態での測定が併せ行われることが考え られてよいのではあるまいか。
頭を動かした際に,上下には揺れるが,左右には揺れないとい う報告内容は興味深い。通
常,こ の種の反転実験には,上下左右反転,上 下反転,左 右反転が代表的な変換として考え
られる。良 く知 られたStratto丑の実験では,凸 レンズ系の光学装置(単 眼視)が 用いられ
ているので,上 下左右反転すなわち180。の"回 転"の 場合にあだる。直角 フ。リズムを用いる
方法では,プ リズムの置 き方により,上下,左 右のいずれかの反転 となる。上に見た報告に
よれば,上下反転の場合には,プ リズム着用中および着用後の揺れは,上下方向に特定化 さ
れ る。従って,左右反転の場合の揺れは左右方向に,上下左右反転の場合の揺れは上下左右
に,特 定化 され ると思われる。この様に,揺れの方向が,着 用眼鏡の反転内容により分化可
能であり,しか も,この分化状態が,眼 鏡除去後 も残効 としてある時間維持 されることは,
この種の揺れを視空間の有す る不安定性の指標 と考える時,筆 者の多大な関心を呼ぶ。一般
的に言 うならば,す べての視知覚現象は,視空間の中で生起する。それ故,視 知覚現象を吟
味する際の独立変数の1つ として,視 空間の側の特性を積極的に操作することは,視 知覚作
用を研究する上での1つ の有力な接近法となろ う。 この際に,上 に見 られた視空間の揺れの
方向分化は,視 空間に関する1つの具体的操作 として利用可能である。
6実 験第7日 目(12月25日)
この日の午後に,素通 し眼鏡を除去 し,完全な裸眼に もどる。除去直後に得 られた報告の
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一部を以下に再現してみよう。
「周 りがゆがんだ世界。周 りが円。光が多 くて周辺がぼけている。揺れがひどくなってき
た。周辺は色はついているが,少 し動かしただけでふわふわする,弾む世界。弾力のある,
銀色のような,透 明のような世界。(実験室のモニターテレビの映像を見て,)テレビを見る
と一点に集中するか ら楽。(素 通し眼鏡 を一時的に着用して,)これなら楽。(上下反転眼鏡
を一時的に着用して,)新鮮なようで,懐 かしいようで,少 しだけ心地良い。 景色 もあま り
ぶれないし。揺れるけど,これに慣れたか ら。(上下反転眼鏡をはず し裸眼に もどる。)景色
が小 さくなった。頭が痛い。酔いそう。(上 下反転眼鏡か ら素通し眼鏡へ移行した昨日の体
験と比較して,)逆 さ眼鏡をとった時は世界が完全に変わったけれ ど,こ っちをとった時は
周辺部がゆがんで,眩 しくて目が開けてい られない。今の方が,も しかした ら,気分が悪い
か も。 ちょっと動いただけで気分が悪い。 おなかはすいていると思 うけど,欲 しくない。
(廊下を歩いてみて,)気分が悪い。一歩一歩確かめなが ら進んでいる。安定 しない世界。暗
い ところの方がまだ落ち着 く。こんなに明るくなかったのに。(実験室へ入 り,)部屋が意外
と狭い。今までは,小 さい所のつなぎ合わせの世界だった。自分 も一緒に揺れている。歩 く
のに慣れない。視野が狭かったか ら,目が横着していナこ。普通,歩 いていた らキ ョロキョロ
しなが ら歩 くけど……。」
前日,、上下反転眼鏡 を除去し素通し眼鏡へ移行した際に生じた揺れは,1日 もかか らずに
落ち着いた状態に達 していたが,さ らに素通し眼鏡か ら裸眼に移行すると,再 びかなりの揺
れが生起した。気分の悪 きは,後者の移行においてヴむしろ,よ り激しい様相を呈している。
しかし',これ も,「揺れを意識したのは12月26日の晩まで」で,そ の後は生起していない。
むしろ視野周辺部に対して十分な注意が払われないことへの不安の方が長引き,自信を回復
するのに,「 特にあれ これ ということはなかったが,12月28～29日頃まで」かかっている。
上下反転実験において観察 される様々な行動的,知 覚的混乱は,上 下反転と視野制限の両要
因が交絡し忙状態で生起している現象であるが,被 験者の上の報告は,従来 どちらかとい う
とこの種の実験において,そ の効果が直接に取 り上げられることの少なかった視野制限の要
因が,変 換視における"変換"内 容のかなりの部分を占めている可能性が示唆される。今後
の研究においては,こ の両要因の効果を分離する何 らかの配慮が必要となろ う。 コンタク ト
レンズ式の光学装置を開発するなど,装置的に視野を拡大することにより,直接的解決を図
って もよいし,制限視野条件を独立させ,実 験条件 として十分な配慮のなきれた設定 を行 う
ことにより,間接的な解決を図ってもよい。
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jv要 約
本論文においては,G.M.Stratto且の本格的実験以来,多 くの心理学者の興味を引いて
きた"変換視"の 問題が取 り上げられた。
プリズムの取 り付けられた"上下反転眼鏡"が 用いられナこ実験条件 と,フ。リズムの取 り付
けられていないフレームのみの"素通 し眼鏡"が 用いられに統制条件 とが設定 きれ,同 一被
験者(1人)が 両条件に参加 した。被験者は,まず2日 間素通し眼鏡を着用し,引 き続 き4
日間上下反転眼鏡を着用した後,再 び1日 間素通し眼鏡を着用した。
本論文においては,ζ の間にテープレコーダーに録音 された被験者の内観報告が取 り扱わ
れ,例 えば,視覚的情報 と自己受容的情報 との矛盾に対する一種の知覚的解決 と解 きれ る,
首から下のbodyの欠如感の出現などの興味深い個々の体験が記述 され ると共に,これ らの
報告に基づき,反転眼鏡のフレームに起因する視野制限と眼球周辺の顔面圧迫が有する条件
操作上の問題点の指摘がなされた。併せて,変 換眼鏡着用条件中の測定を,眼鏡着用,非着
用の両面か ら行 うことが,眼 鏡着用のみの測定よりも有効な場合があり得 ることが指摘 きれ,
さらに,変 換視を視空間の操作手段 として考え.る立場より,変換視実験の視知覚研究におけ
る1つの意義が考察された。
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〔注〕
1)当初,素 通し眼鏡の視野の大 きさは,上下反転眼鏡の視野の大ききにほぼ近似した ものに設定する
予定であったが,フ レームの構造上,横方向に関して結果的にこのような開きが生じてしまった。
2)用 いられた諸テス トの中に,歩 行を要するものが2種 目あっナこが,これ らはpass五veな移動期間
に も実施された。その際には,被験者は車椅子か ら降 りて行動した。また,passiveな移動期間に
せよ,activeな移動期間にせよ,被験者は,諸 テス ト実施時間を含め,実 際には,椅 子に腰をお
ろして一日のかなりの部分を過ごした。 これ らの点を考えると,この操作がどの程度の実質的内容
を伴っていたかについては,問題が残る。
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ANANALYSISOFTHE.INTROSPECTIONREPORTED
BYASUBJEC↑WEARINGUP-DOWN
INVERTINGSPECTACLES
yoshiakiNAKAJIMA
SinceG..M.・Stratton'sekp6r三mentsln.whichth6vlsualfieidwa忘rotated180。 ・by
m.eans6fa66nvex-lenssystem,psych610gistshav6.takeロ 血uchinterestinthefield
ofstUdyinvolvingtra血sposedvisio血.1Manブkinds.ofvisuallytransposedsituations
havebeenus6dinthesestudiestoinvestigatebehav玉oralorperceptualadaptation..
A180。rotation,up-downinversion,andright・leftreversiollofthevisualfieldare
threetypicaltypesoftransposition.
Inthispaper,onlytheintrospectiollreportedbyasubjectlivingintheprismatically
invertedworldwasdealtw量th,althoughseveralotherkilldsoflaboratorytestswere
alsoperformed.
Thesubjectworeup-downinvertingspectacles(withprisms)intheexperimental
conditionandfra皿e-spectacles(withoutprisms)inthecontrolconditionlForthe
firsttwodays,thesubjectworeframe-spectacleswhichhadtherestrictedvisual
field(thenetwearingduration:about31hoursintotal).Then,heworeup-dow且
iロvertingspectaclesforthenextfourdays(thenetwear五ngduration:about55.5
hoursi且total),followedbytheresumptionoftheformerframe-spectaclesforo皿e
day(theIletwearingduration:about9hoursintotal).Duringthisperiod,the
subjectrecordedhisintrospectionusing3cassetetaperecordercarriβdbyhand,on
theoccasionsofneed.Beforegoingtbbedatnight,heremovedthe.spectaclesand
woreablilldhold.
Severalinteresti血gexperienceswerereported.Forexample,whentheshbjectsat
o且achairandlookeddownathisk:nees,heexperiencedastrangediscrepancy
betweenthevisuaLimagea且dtheproprioceptivesenseoftheseklleesandfeltasif
hewerelackinghis.bodybelowtheneck.Althoughtheperceptionisunreal,thisis
consideredtobe.akindofperceptualresolutio皿oftheconflictsituat三〇且duetothe
contradictoryvisualandproprioceptivecluesobtainedtogetherbythesubject.
Besidestheparticularexperiencesofthiski旦d,thewholei且trospectio皿i且dicζted
theimportantinfluenceoftherestrictedvisualfielduponbehavioralorperceptual
modificationobservedintheso-called``invertingworld",aswellasthei皿fluenceof
inversionitself.
Afterremovingthespectacles,thepayingofinsufficientattentiontotheperipheral
regionofthevisualf量eldlastedIongerthantheswingi且gofthevisualfield.The
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form色risconsideredtobetheafterffectofthenarrowvisualfieldrestrict母dbythe
frameofspectacles,a且dthβla重terseems亡obeoneoftheaftereffectsmai且lydueto
theup-downinversionofthevisua1field.
1皿additiontotheabovematter,anotherge皿eralproblemcausedbytheframeof
spectacleswassuggested.Theframeofspectacleshadbeenpressedagai且stthe
subject'sfacearoundhiseyesandthismighthaveinflUellcedhiseye・movements
whichplayeda血importantroleingatheringvisualinformatiollconcerni㎎the
extremelyStrangeenvirOnment.
Therefore,infutureexperimentsoftranspQsedvision,moreconsiderationwillbe
requiredtoseparatethemaiロeffectofi且versionfrQmthesecondaryeffectsofthe
narrowv丑sualf量eldrestr丑ctedby.theframeofspectaclesandthepressureofth量s
frameonawearer'sface,unlessadifferenttypeofopticaldeviceisadopted.
